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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(22) 農業融資構築への取組み 

ＪＡ多気郡（三重県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

農業者、担い手の多様なニーズに応えていくため、「営農指導」経験者であ

る職員を農業融資担当者として配置し、ＪＡ内での事業間連携をより一層

強化しています。 

 

2 概要 農業融資担当者が指導員会議に参加することにより、情報・知識の共有を

図るとともに、営農指導員・担い手訪問担当者・農機担当者と農業者への

同行訪問を実施しています。また、農機展示会（年３回、２か所で開催）

で融資相談コーナーを設置し、農業者のニーズを把握するよう努めていま

す。営農部との連携により、県域の補助事業を利用し、地域農業の活性化

に努めています。 

 

3 成果 

（効果） 

「営農指導」経験者を農業金融担当者として配置したことで、農業経営（栽

培・技術指導）に関する知識をフル活用し、農業者のライフサイクルに合

わせた資金提案を行っています。 

また、営農・経済職員・担い手訪問担当者との連携はもとより、担い手農

家との面識もあるため、資金提案も円滑に推進することができます。 

 

4 今後の予

定（課題） 

今後増大していく法人に対して、様々な情報提供ができるよう、更なる知

識習得へ向けた研修等へ積極的に参加するよう努めます。 

県域補助事業を有効活用し、農業者の所得向上に繋げる提案ができるよう

努めます。 
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